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１．はじめに










た。その後、1997 年に京都で開催された COP3（第 3
回気候変動枠組条約締約国会議）で京都議定書が締結
され、国際的な温暖化防止対策の端緒となった。
　2002 年に開催された第 57 回国連総会では、我が国
から「持続可能な開発のための教育（ESD；Education 
for Sustainable Development）の 10 年」に関する決
議案を提出し、満場一致で採択された。これを受け
て、ESD の 10 年の推進機関として指定されたユネス
コにより国際実施計画が策定され、2005 年 9 月に承
認された。さらに 2015 年 9 月の国連サミットでは、
2030 年までの国際目標として、持続可能な開発目標
（Sustainable Development Goals; SDGs）が採択された。
















Practical Education of Energy and the Environment in the Department of Studies on 
Lifestyle Management
Motoyuki SUGANO
Department of Studies on Lifestyle Management, Jissen Women’s University
The education for regional vitalization including renewable energy is one of the main 
purposes of the Department of Studies on Lifestyle Management at Jissen Women’s University. 
Therefore, education of natural sciences, primarily chemistry, and social sciences is required for 
recognizing the academic fields of energy and the environment. Recognition of the important 
relations between women and energy is enhanced by the lectures carried out by female 
scientists concerning the works of energy and environment. The author promotes the increase of 
undergraduate students holding licenses related to energy and the environment through various 
kinds of education within those fields of study.
Key words：ESD（Education for Sustainable Development；持続可能な開発のための教育），
  Environment Science（環境科学），Energy（エネルギー），Renewable Energy（再生可
能エネルギー），Regional Independence Energy（地域自立エネルギー），Low-carbon 
Society（低炭素社会）
 
〔資料〕実践女子大学　生活科学部紀要第 55 号，075 ～ 081，2018 75























































































































































考える」2015 年 6 月
・ 松本正重氏（元・日本電気株式会社）「日本の高度
経済成長と環境問題」2015 年 6 月、2016 年 6 月、
2017 年 6 月
・ 松本正重氏（元・日本電気株式会社）「高度経済成
長期に経験し循環型社会に向けて関わった廃棄物問
題」2015 年 7 月、2016 年 7 月、2017 年 7 月
・ 北川弘美氏（株式会社 森林環境リアライズ）「木質
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　「エネルギーと持続可能性を考える」2016 年 6 月
・ 木方真理子氏（東京電力株式会社）「エネルギーに
対する意識や節電行動の経年変化」2016 年 6 月
・ 北川弘美氏（バイオエナジー・リサーチ＆インベス
トメント株式会社）「木質バイオマス熱利用による
地域エネルギー事業の実践」2016 年 11 月
・ 五十嵐美樹氏（ジョシエネ LABO など）「電気自動
車が早く走るにはどうすれば良いか」2016 年 11 月
・ 青木智久氏（SB エナジー株式会社）「なぜ、ソフ
トバンクが電力？　自然エネルギーの普及・拡大」
2016 年 12 月
・加藤　望氏（株式会社　富士通総研）









































































































































Department of Studies on Lifestyle Management
http://www.jissen.ac.jp/learning/hles/







































































































































































































































































  https://www.youtube.com/watch?v=IXlhy2J6ZWc （2016） 




















jpower.co.jp/ecoene/　2017 年 10 月 2 日参照
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